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I要望事項】
T 有田市内県道等の早期整備促進について (有鴨市)

【lll  答】

○県道有田謗浅線

・県道有田滲幾線の有国市千鶴地区から謳田地区までの1.2km区間のうち、高轟地区

の用地取籍は令和3年8月 に完了しました。
。そのうち、湯浅町側の約150‐ 区間で進めていた路側工事は令和4年7月 に完成し、

トンネル本体工事について 1)令和4年8月 に完成 したところです。現在、 トンネル照

明などの工事を濃めています。

・千田地区(こついては、一部を除き計画 |ざ 対する同意が得られたことから、測量設言|

を進め、令和 3年 11月 より地元説明会を開催 しました。現在、用地測量を行ってい

るところです。事業推進に:ま地元協力が不可欠なため、31き 続き、協力をお願いし

ます。

()県遵有田港線

・県道有田港線の市道4号線との交差点付近から新川橋までの約20臨区間のうち、特

に狭臨な区間の現道対策に必要な用地取得は全和3年7月 1こ完了し、昨年度か場工事

:こ着手しており、今年度中の完成を議権し、工事を進めています。        i

○通学路の安全対策                              :
0歩道整備については、子どもや高齢者が安心 して生活できるよう、 |`よ成28年度より

、20年間で延長500kmの整備鵬標を掲げ、5年 ごとに計画を策定し、整備に取り組ん

でいるところ。その中で歩行者の多いところは本格的な歩道を整備する 方、治道
の建物′ヽ、の影響を小さくする場合などは,パーポール設置により歩行メベースを確
保するなど、整備を加速化して実施 しています。

1

C令和3年度までの第1期の5年間では、約142k搬が完成又は事業中となつており、令和
4年度からの第2期5簡年計画では、新たに約170k幅の着手を露標に取り組んでいると
ころです。

・ ‐方、千葉県人街市におけ小児童の死傷事故を受け、関係機閥と連携して実施した
有田市管内の合周点検 :「 おいて、県遭千田箕轟線保撻機南詰費達点から」:堂交差点
間で要対策鶴所が2饉所抽出され、その対策として縁石プ 1■ ック及び路面標示の設
置を今年度に実施
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